
　第48回全日本都市対抗テニス大会が７月

１７日～２０日に青森県青森市「新青森県総

合運動公園テニスコート」で開催されました。

日本全国各地から３２チームが出場し、札幌

市チームはノーシードでの出場です。

　昨年までは、一般男女ダブルス２対戦、ベテ

ランダブルス男女３対戦、一般男女シングルス

２対戦の合計７対戦でしたが、今大会から男

女シングルス２対戦が無くなり、一般男女ダブ

ルス２対戦、ベテランダブルス男女３対戦の５

対戦に変更なりました。

　札幌市チームは、監督１名、選手１０名の合

計１１名でチーム一丸となって闘ってきまし

た。天候は晴天に恵まれたのは良かったので

すが、連日３０度オーバーの猛暑でした。

　熱中症の危険がある猛暑の中での試合で

したが、現地青森在住の山下選手のお兄さん

からスポーツ飲料の差し入れを沢山いただ

き、おかげ様で一人も体調を崩す選手はいま

せんでした。

大会１日目　１８日（金）
最高気温３６度　猛暑日

　１回戦の相手は、今大会の第１シードの関

東代表の杉並区です。両チーム挨拶及び選手

紹介の後、円陣を組み心を一つにするシーン

で、北海道大会の時から続けている伊藤キャ

プテンの訓示があり、今回はテーマを人間の

本質に広げて「愛」についてを受けました。

　ベテラン２部男子・鈴木寛典、北本賢一は、

最初キープとブレークで２-０リードと好調な

滑り出しでしたが、百戦錬磨の強敵に中盤に

離されてしまい、結果４-８で負けました。

　ベテラン１部女子・遠藤ゆかり、大浦明子

は、昨年も組んでいるので息のあったプレーを

随所に発揮してシーソーゲームを展開し６-５

リードしていたが、逆転を許してしまい、結果

６-８で惜敗しました。

　ベテラン１部男子・伊藤司、山﨑遊馬は、何

度かペアを組んでいる強みもあり、ナイス

ショットを連発し５-２リードしていたが追いつ

かれてしまい、結果タイブレーク４-７惜敗しま

した。

　一般女子・金内葵春、山下ちなみは、昨年と

今年の北海道大会で組んだことがあるペア

で、両者ともに実力は十分あるのですが、相手

の方が一枚上手でして４-８で負けました。

　一般男子・橋本洸矢、川田瑞基は、今年Ｊ

Ｒ北海道に入社した新人で、両選手ともテニス

レベルが超上級で試合を見ているのが楽し

かったです。キープキープで５-５まできてその

後引き離して８-５勝利しました。

　本戦１回戦杉並区とは対戦成績１-４で敗

北となりましたが、もしも惜しい試合を取って

いたら大金星を挙げれた可能性はあったのか

なと思いました。本戦敗北したことにより、コ

ンソレーションに進みます。

　コンソレーション１回戦は雫石町です。本

戦１回戦の時、隣のコートで戦っていました

が、上手な選手がたくさん居た印象でした。試

合前の円陣で、伊藤キャプテンから「強いもの

が勝つのではなく、勝ったものが強いのだ」と

いう訓示を受けました。

　ベテラン２部男子・鈴木寛典、北本賢一は、

本戦１回戦反省を踏まえて確実にボールを返

すことに集中し、５-２リードのあとさらに差を

広げて８-３勝利しました。

　ベテラン１部女子・遠藤ゆかり、大浦明子

は、本戦１回戦敗北のうっぷんを晴らす勢い

で強気強気のプレーで６-０までいき、その後

少しダブついたが、結果８-３で勝利しました。

　ベテラン１部男子・伊藤司、山﨑遊馬は、最

初はシーソーゲームだったが、後半差を広げら

れて結果４-８で敗北しました。

　一般女子・金内葵春、山下ちなみは、最初か

ら最後までシーソーゲームの連続で、タイブ

レークまでもつれ込んだが、最後は押し込んで

タイブレーク７-２で勝利しました。

　一般男子・橋本洸矢、川田瑞基は、両選手

とも抜群の安定感あるプレーで中盤５-２と

リードし、終盤差を広げて８-３勝利しました。

コンソレーション１回戦雫石町とは対戦成績

４-１で勝利しました。

大会２日目　１９日（土）
最高気温３４度　真夏日

　コンソレーション２回戦は宇都宮市です。

ベテラン２部男子・鈴木寛典、北本賢一は、序

盤はシーソーゲームだったが、中盤からミスが

多くなり自滅してしまい結果４-８で敗北しま

した。

　ベテラン１部女子・遠藤ゆかり、大浦明子

は、序盤２-５リードされたが、その後昨日と同

じ強気強気で攻めて挽回して逆転し、結果８-

６で勝利しました。

　ベテラン１部男子・伊藤　司、山﨑遊馬は、

序盤２-５リードされ、その後も差をひろげら

れ、結果３-８で敗北しました。

　一般女子・金内葵春、山下ちなみは、中盤５

-５だったが、そこから２ゲーム連取して７-５の

時にマッチポイントがあったが取り切れず、そ

の後タイブレークまでもつれ込んで結果タイブ

レーク３-７で敗北しました。

　一般男子・橋本洸矢、川田瑞基は、中盤４-

４とがっぷり四つの展開だったが、そこから差

を広げて８-５勝利しました。

コンソレーション２回戦宇都宮市とは対戦成

績２-３で敗北しました。全日程終了しました。

　一般男女選手４名、ベテラン男女選手６名

は、気温３０度以上の猛暑で、コンディション

が悪い中、本当に力の限り精一杯プレーして

くれました。

　山下選手、金内選手の家族の方に炎天下

のなかで声を枯らしながら応援していただき

ました。ありがとうございました。

　札幌市チーム一丸となって勝利に向かって

闘いましたが、結果コンソレーションベスト８

という芳しくない成績でした。

　昨年の大津大会ではコンソレーションベス

ト１６でしたので、昨年よりは良い成績です

が、札幌市チームの「本戦ベスト４以上、コン

ソレに回った場合は優勝」という目標には全

然手が届きませんでした。

　来年２０２６年大会は、九州宮崎県で開催

されます。今回負けた悔しさを糧にして、今後

１年間練習を積みたいと思います。

　最後になりますが、札幌からメールやライ

ンで応援メッセージを送ってくれました北海

道テニス協会八木会長・蒲生理事長、札幌テ

ニス協会恩村会長・佐藤副会長・伊佐治理

事長・山﨑副理事長、また応援していただい

た札幌テニス協会会員の方々、さらに出場に

際し、種々手続き等を行ってもらいました事

務局の花田さん、浅井さん、小林さんにこの

場をお借りして御礼申し上げます。ありがとう

ございました。
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